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研究成果の概要（和文）：保育室に吸音材を設置して音環境を改善し、前後の子どもの行動を比較検討した。研
究1では、集団形成および独り遊びについて、設置前後に調査をおこなった。音環境の改善後、小集団に参加す
る人数と独り遊びが有意に増加し、徘徊行動が有意に減少した。研究2では、子どもの会話を近傍で録音し、発
話の関連性を分析した。その結果、静かな音環境においては発話長が有意に長かった。また、静かな音環境にお
いては、相手の発話に対して関連性の高い応答が多く得られ、さらに自分の言葉を反復する発話が減少した。研
究3では、抑制機能課題を実施したほか、私的言語を記録し、それらの環境による変化を分析中である。

研究成果の概要（英文）：Sound-absorbing materials were installed in noisy nursery rooms to compare 
childrens' behaviors. In Study 1, we investigated group formation and solitary play before and after
 installation. After the sound environment was improved, the number of children participating in 
small groups and playing alone increased significantly, and wandering behavior decreased 
significantly. In Study 2, we recorded the children's conversations and analyzed the relevance of 
the utterances. The utterance length was significantly longer and more responses with high relevance
 to the other's utterances were observed  in the quiet sound environment. The utterances that 
repeated one's own words decreased. In Study 3, inhibitory function tasks were condected, and 
private speechs were recorded to analyze the effect of sound environment.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 乳幼児　音環境　会話　集団形成　抑制機能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、先行研究でアプローチのほとんどされていない集団形成や会話の質といった相互行為への影響を検証
した。また、複数の自治体の保育者研修において、本研究の背景と成果、そして実践的な音環境の改善方法につ
いて講義とワークショップを繰り返しおこない、広く周知を進めた。さらに、研修や学会を通じて、多くの園の
音環境改善に保育者と共に取り組むとともに、環境改善前後の調査をおこなう機会とした。研究推進と並行した
園での改善活動により、より的確な改善実践、およびより豊かな音環境創出について、今後のさらなる研究と実
践を進める基盤を作ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 保育学・音響学・建築学など様々な分野において、保育の音環境に関する研究成果は報告され
てきた。志村・藤井（1996-2002）は 70 カ所以上の幼稚園・保育所で騒音レベルを計測し、活
動時間帯の音の大きさが平均 70～90 ㏈（地下鉄の構内程度）であることを示し、国内における
保育の音環境研究の展開への糸口を作った。日本赤ちゃん学会では「保育の音環境改善」が 2015
年から 4 年間にわたってプレコングレスのテーマとなり、保育施設の騒音レベル・残響の実態
や、雑音下での聴取力の発達、吸音材の検討など、幅広い研究が報告されてきた。日本音響学会
誌では 2016 年に「保育の音環境」小特集が組まれ、その後も木谷（2018）、川井ら（2018）な
ど研究が継続されている。しかし、先行研究には、保育の場における相互行為や子どもの行動と、
音環境の関連について調べた研究は、ほとんどなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は子どもの行動および保育者の相互行為を分析し、音環境による相互行為の違いを比較

検討することを目的とした。さらに社会還元の側面での目的として、園内の音環境改善に向けた
保育者の活動を支援し、音環境改善を推進することを目指した。 
 

３．研究の方法 
下記の研究はすべて、残響時間が 0.6 秒を超える保育室において実施し、その保育室で生活する
幼児を対象とした。 
研究 1.  
参加者：４～５歳の幼児 15~20 名。幼稚園の保育活動終了後 14時半以降の預かり保育に参加す
る園児を対象とした。 
装置：小型広角ビデオカメラ 1台。保育室の隅の室内全体が視野角に収まる位置、床から約 2.5
ｍの高さに、目立たないよう布などで覆って設置した。調査対象とした保育室は、表面積約 173
㎡で天井・壁面・床ともに有効な吸音材はなかった。室内には、木製およびプラスチック製のま
まごとコーナー、机と椅子、スポンジ製積み木などの遊具などが置かれていた。 
手続き： 
1.吸音前：預かり保育の午後 14時 30 頃から 17 時頃まで、3日間連続
して室内を定点撮影した。調査者は、遊びに介入することは無かった。 
2.吸音後：①終了の数日後、天井部分に右図のように不燃性吸音材を
取り付けた後、①と同様に撮影をおこなった。 
3.取り外し後：2ヶ月後に吸音材を外し①と同様に撮影をおこなった。 
分析：自由遊びが始まって 20 分間を分析対象とした。時間見本法（1 分）により小集団の位置
と人数を記録した。小集団に入らず、1 人で室内を徘徊する・寝転がるなど、遊びへの没頭や参
加が見られない行動は「ぶらつき」として別にカウントした。また、一人でも明確な遊びの対象
に関わる（注視し接触する）行動は、「ひとり遊び」とした。 
 
研究 2． 
参加者： 5歳児 10〜12 名。2つのテーブルにおける多人数会話を分析対象とした。 
装置：小型マイク 2つをテーブルの飾りの中に隠し、ビデオカメラ 1台を天井付近に設置した。 
手続き： 
1．午前の自由遊びの会話を、3日間にわたって録音した。 
2．吸音天井を設置し残響時間を 0．4秒台に軽減した後、1と同じ手続きを実施した。 
分析：各日の録音から、保育者の集団への呼びかけの無い 20 分間を対象に、すべての発話内容
を外部の専門家が書き起こし、同時に各発話の開始・終了秒数を記録した。 
 
研究 3． 
参加者：0 歳児 9 名，1 歳児 36 名，2 歳児 36 名。 
装置：各クラス全体を撮影する広角ビデオカメラ 3 台、2 歳児の小部屋内を撮影する広角ビデオ
カメラ 1 台、2 歳児の私的言語を記録する小型マイク 10 個。課題実施の様子を記録する小型ビ
デオカメラ 1 台。 
手続き： 
1．各年齢の保育室において、午後の遊び 1 時間を 5 日間に渡って撮影した。各年齢で抑制機能
を測定する課題（don’tパラダイム（Kochanska, 2001）、A-not-B エラー）を実施した。 
2．天井付近のネット上および室内のロッカー上に吸音材を設置し残響時間を 0.4 秒台に軽減し
た後、1 と同じ手続きを実施。 
1．2 を 5 日間ずつ繰り返して実施した。 
分析：現在、2 歳児の私的言語の質を先行研究の方法に従って分類し、また抑制機能課題の成績
を分析している。 

 



 
４．研究成果 
研究 1． 
音環境条件と集団形成（ F[2,168]= 45.9,p 

< .001)、ぶらつき(F[2,168] = 58.2, p < .001.)、
独り遊び(F[2,168] = 25.3, p < .001.)の関連が示
された。事後分析の結果、吸音後、集団形成
人数の平均は吸音後に有意に増加し、吸音前
に戻すと減少した(p < .001.)。ぶらつき行動を
示した人数は吸音後に有意に減少(p < .001.)、一人遊びに没頭する子どもの数は有意に増加し(p 

< .001.)、これらの傾向は吸音を外した後も持続した。研究 1の結果は、国際誌に投稿中である。
研究 1 で使用した吸音材の効果の検証と応用方法については、日本音響学会誌騒音振動研究会
(嶋田容子・木谷俊介・土田義郎, 2020)で発表した。子どもの行動に関する結果は同志社大学赤
ちゃん学研究センター紀要(2020)で発表したほか、2022 年度日本赤ちゃん学会・日本発達心理
学会・日本神経発達科学会で発表し、英語論文を国際誌に投稿中である。 
 
研究 2． 
・関連性の高い発話の増加：一連の会話の中で、発話が相互に
関連しているかどうかを調べた。多人数の幼児の会話におい
て、厳密な関連性の評価は困難であるため、同一語あるいは同
義語・同カテゴリー内の言い換えのみを強く関連する発話と
してカウントした。関連性の高い応答の比率は、改善後に有意
に高く、関連性の低い応答は逆の傾向にあることが示された
（χ2(1)=38.65, p<.001.）。 
・自己修復の減少：話し手が自身の発話の後に同じような内容
を再度、再再度と繰り返し、聴き手に内容を伝えようとするこ
とを「自己修復」と言う。確かな定義が可能な「最初の発話と
同一の単語・フレーズの反復」のみをカウントした結果、自己
修復する発話が有意に減少していた（χ2(1)=7.12, p<.01.）。 
研究 2 の結果は日本発達心理学会（2023）で発表した。私的

言語や発話に関するレビューを書籍（分担執筆）で発表した。 
 
研究 3． 
・抑制課題の成績および私的言語の変化について、現在分析
を進めている。 
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下記の保育研修において、保育の音環境と子どもの行動に関する講演および保育環境改善のワークショップをおこない、本研究の成果および実践応用について周
知を進めた。 
・日本赤ちゃん学会音楽表現講座（2022）「音環境と子どもの遊び」 
・大阪府私立幼稚園連盟研修（2021，2022）「乳幼児のための音環境」 
・新潟県保育士等キャリアアップ事業研修（2020,2021，2022）講演「赤ちゃんと『音』環境」「乳児の聴く力から保育環境を考える」 
・富山県福祉カレッジ保育者研修（2020，2021,2022）「乳幼児の声・聞こえとコミュニケーショ ンから考える保育環境」 
・金沢市乳児保育研修（2020，　2021）「乳幼児の声・聞こえとコミュニケーションから考える保育環境」 
・京都府民間保育園協会職員研修（2023）「乳児期の生活リズムと発達　－保育者の情報を読み解く力－」 
その他、河合学園かわい幼稚園、藍咲学園、神戸親和女子大学子育て支援室、花ノ木医療福祉センター等の保育関係施設にて乳幼児の行動と環境に関して招待講
演を実施した。 
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木谷　俊介

(Kidani Syunsuke)
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北陸先端科学技術大学院大学・先端科学技術研究科・講師
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